上之郷小学校　特別活動学習指導案

	日　時
	平成２５年１０月２７日（日）８：３０～

	指導者
	上之郷小学校教職員

	参加者
	教職員11名、児童90名、消防署員２名、消防団第一分団　８名

美佐野地区自主防災会11名、宿地区自主防災会9名、平地区自主防災会16名


１．題材名　　「近隣自主防災会との合同防災訓練」
２．指導の立場

上之郷地区は、平成23年9月20日大雨による土砂災害の被害を受けた。午後0時10分頃に御嵩町教育委員会より「小学校を避難所にします」と連絡が入り、休日出勤職員3名が対応した。避難所開設のため来校した役場職員から「長机を出してください」「避難者が休めるようなジュウタンはありませんか」「状況を役場に連絡するので受付をお願いします」などの依頼を次々に受けた。教職員は、指示を受け、準備を進めた。避難者が次々と体育館に到着した。受付を済ませ、用意したジュウタン・椅子で休まれた。「近くの住民の方なのに、顔を合わせても名前がわからない」「どこに住んでみえる方なのだろう」「避難者の方には、どう過ごしてもらうのがよいだろう」などの思いをもちながら対応した。避難所開設は、短時間で済んだが、実際に学校が避難所になると避難所運営上、さまざまな課題が現れそうな不安にとらわれた。どの学校でもさまざまな自然災害のために避難所になり得る可能性がある。その時、教職員と避難者は、どのように連携していくことが望ましいのであろう。

防災活動に関し、法令での定めは、下記のようになっている。
	＜地域防災と学校のかかわり＞

　災害対策基本法第7条「①防災の責務を有する者は、法令または地域防災計画に定めるところにより、誠実にその責務をはたさなければならない」、「②地方公共団体の住民は、自らの災害に備えるための手段を講ずるとともに、自発的な防災活動に参加する等防災に寄与するよう努めなければならない」


	＜学校と地域との連携＞

学校保健安全法第30条「学校においては、児童生徒等の安全の確保を図るため、児童生徒等の保護者との連携を図るとともに、当該学校が所在する地域の実情に応じて、当該地域を管轄する警察署その他の関係機関、地域の安全を確保するための活動を行う団体その他の関係団体、当該地域の住民その他の関係者との連携を図るよう努めるものとする」


上之郷小学校では、上記法令に基づき、初期避難所運営訓練を昨年度から繰り返し実施してきた。そのため、教職員は活動内容を理解し、避難所開設時の初期対応は可能になってきている。しかし、避難者との連携（共助）については、進んでいない。避難所開設時に避難すると予想される近隣地区との関係づくりを進め、連携を深め、協力体制を構築しておくことが発災時に円滑な避難所運営につながる。関係づくりを進める上で、学校と近隣地区とが共同して活動する場を設定し、互いの顔が見える関係づくりが必要である。この積み上げが連携強化につながり、共助意識を生みだすと考える。そこで、発災時に避難される可能性のある美佐野・宿・平の３地区自治会長に意図を説明し、合同防災訓練を提案した。突然の申し入れに戸惑いをもたれたが、必要性を理解していただいた。地区ごとに話し合われ、実施の運びとなった。
本時は、上之郷小学校区防災教育推進委員会の協力を得て、避難者となる可能性の高い近隣地域の方々との合同防災訓練を実施する。「防災ヘリコプターによる救助救出訓練見学」と「防災オリエンテーリング」の二つの活動を計画している。
一つ目の「防災ヘリコプターによる救助救出訓練見学」は、防災への備えとしての岐阜県防災ヘリコプターの存在や活動内容を子どもたちに教え、その後、運動場にて「救助救出訓練」「偵察訓練」を間近で見学し、防災活動の「公助」についての理解を深めさせたい。また、自主防災会の方々にも普段出会うことが少ない防災ヘリコプターの活動実態の理解を深めていただきたい。
二つ目の「防災オリエンテーリング」では、近隣地域を登下校の分団を細分化した小グループごとに探検する。自主防災会の方々に付き添ってもらい、防災に関する様々な施設や設備を共に見つけ、その意味や役割を考える中で災害への備えや身近な危険に気づかせ、防災意識を高めさせたい。
教職員は、交通事故等の防止のため、要所に立ち、児童を指導したり、地区を巡回し、児童と自主防災会の方々との活動の援助を行う。このように合同防災訓練を通して、児童・教職員・自主防災会の方々との顔の見える関係をつくり、相互に協力し合う中で地域との一体感を実感し、共助意識を生み出していきたい。また、児童・教職員が近隣自主防災会の方々と共に交流することで地域への関心や愛着を高め、地域コミュニティーを強化していきたい。
また、御嵩町防災部局(総務課)においては本時の意図を理解し、町長への働きかけをしていただけた。そのおかげで岐阜県防災ヘリコプターによる「救助救出訓練」「偵察訓練」見学が実現できた。御嵩町役場の方々に感謝申し上げたい。

３．平成25年度上之郷小学校「防災教育」に関わる特別活動計画

	月日
	訓　練　名
	訓練内容・講師

	4/18
	命を守る訓練(1)
「地震により火災発生を想定した訓練」
	避難の仕方・避難経路確認
対象:全校児童

	5/2
	命を守る訓練(2)
「連れ去り防止訓練」
	岐阜県警たんぽぽ班
対象:全校児童

	5/24
	命を守る訓練(3)
「心肺蘇生法講習」
	講師:可茂消防署御嵩分署

　　　　救急救命士　（対象:4,5,6年）

	6/15
	命を守る訓練(4)
「親子登下校時の通学路安全点検」
	親子で危険個所・避難場所確認
対象:全校児童・保護者

	6/15
	防災教育講演会
「世界一受けたい減災教室　in　上之郷小学校」
	講師:岐阜大学工学部　　　　教授

対象者:保護者、地域、全校児童

	6/15
	命を守る訓練(4)
「親子災害図上訓練」
	通学小ｸﾞﾙｰﾌﾟ単位。

Ｍｙハザードマップ作り

	6/20
	砂防講座
	可茂土木事務所主催　対象:5年

	6/26
	命を守る訓練(5)

「緊急時引取訓練・初期避難所運営訓練」
	保小中合同の緊急時の児童引取訓練。
対象:全校児童
避難所開設の仕方を確認
対象: 小学校教職員

	7/12
	命を守る訓練(6)
「着衣泳」
	講師：B＆G職員
対象:4,5,6年

	9/1
	命を守る訓練(7)
「御嵩町防災訓練への参加」
	地域自主防災会と合同で各種防災活動に参加
対象:全校児童・地域自主防災会

	10/27
	命を守る訓練(8)  本 時
「近隣自主防災会との合同防災訓練」
	対象：美佐野、宿、平地区自主防災会、全児童。
防災ヘリコプター「救助救出訓練」「偵察訓練」見学・防災オリエンテーリング実施。

	1/
	防災教育講演会
	講師:防災甲子園事務局　　　　　　
対象:全校児童

	2/
	命を守る訓練(9)
「地震による避難の仕方訓練」
	行方不明者があった場合の対応
対象:全校児童


御嵩町立上之郷小学校「近隣自主防災会との合同防災訓練」活動案
１．日　時　　平成25年10月27日(日)
２．参加者　　上之郷小学校児童・教職員・近隣自主防災会（「美佐野」「宿」「平」の３地区）
「美佐野」自治会長他10名　「平」自治会長他８名　「宿」自治会長他10名

３．ねらい

　　・児童及び教職員が近隣住民と交流することで地域への関心や愛着を高め、地域コミュニティーを強化する。

・児童と自主防災会の方と共同で近隣地域を探検して、防災に関する様々な施設や設備を発見することを通して、災害への備えや身近な危険を考え、防災意識を高める。

・防災ヘリの存在や活動内容を知る中で防災活動の「公助」についての理解を深める。

４．活動内容
	時間
	児童活動内容
	教職員活動内容
	自主防災会活動内容
	備　考

	8:15

8:30

8:40
	[image: image2.emf]日時 10月27日（日）

項目 防災ヘリについて知ろう

ねらい

１、防災ヘリに関心を持つ。

２、防災ヘリの役割や特徴を知る。

３、防災ヘリが近づいたときの注意点を知る。

参

考

防災ヘリ

　●運転する人２人とほかに４人が乗れる。

　●強い風、雨に弱い。夜は飛べない。

　●燃料満タンで、２時間しか飛べない。



全

学

年

共

通

第6回「ぼうさい　かみのごう」

朝の活動



１、防災ヘリの特徴について知る。

　①岐阜県の防災ヘリは２台ある。「若鮎Ⅰ･Ⅲ」

　②各務原の飛行場から上之郷まで、１０分ほどで来られる。（車なら１時間ほど

　　かかる。）

　③岐阜県内なら一番遠くても３５分で到着できる。



２、DVDで防災ヘリの活動の様子を見、役割を知る。

　①高い山や川で困っている人を助ける。

　②水９００Lを運んで、消火活動も行える。



３、防災ヘリを見学する際の注意事項を知る。

　①強い風で舞い上がる小石や砂ぼこりに注意する。→安全ゴーグルをはめて

　　見学する。

　②防災ヘリに助けてもらうような事態にならないよう、安全な行動に心がける。



４、今後の行動について知る。

　①校舎裏手の道から、校舎上空をホバーリングするヘリを見る。

　②オリエンテーリングのチームで移動する。

　③見学後にトイレ休憩をとる。

②「公助」の理解

・朝の会

・全児童体育館に移動

　防災ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ班で整列

・児童代表挨拶
	・活動の意味・日程を説明する。
	・体育館に地区ごとに整列する。

・自主防災会代表挨拶
	・早朝より消防署、消防団による散水対応

・写真撮影：事務職員

・司会：教務主任、説明者：研究推進委員長

・職員駐車場：運動場南

・挨拶：自治会長会長

・乾燥している場合、消防団による散水。

	8:50
	[image: image3.emf]ねらい　　近隣地域を探検して、防災に関する様々な施設や設備を発見することを通して、災害への備えや身近な危険を考え、防災意識を高める。

日程 時間 教職員の動き 自主防災会の方の動き

（生活安全指導部）

・オリエンテーリング用の地図。

・児童への指導

・当日の司会、進行



（学習部）

・チェックポイントに設置する「言葉」「問題」「ど

のチェックポイントにするか」を決めて、作成し設

置する。

・当日の活動内容等の説明



（特活部）

防災ヘリ担当



・担当グループの決める。（２８名）

10:000:00 防災オリエンテーリング開会式

司会：生活安全部

１．開会の言葉

２．めあて

３．活動方法、活動範囲、注意事項など

　　（学習部）

４．作戦会議

本部：（校長・教頭・養教・保健主事・生活安全

部長）　職員室・・・事務

【交通指導】

アドレック周辺・・・河村

上之郷中学校近くの信号…支援員（救護セット）

美佐野の一番奥の地点・・・支援員（救護セット）



特活部・・・東門から出て巡視、写真撮影

学習部・・・西門から出て巡視、写真撮影



・担当グループの児童と顔合わせを行

う。

Ａ（西門→平・宿→東門） Ｂ（東門→宿・平→西門） Ｃ（東門→美佐野・宿→東門）

10:15 ①北切東・中央

①井尻北 ①北切西

10:18 ②美佐野北

②美佐野南 ②井尻西

10:21 ③平

③川南中 ③宿西

10:24 ④井尻中

④川南西 ④大久後

10:27 ⑤宿東

⑤ ⑤津橋

11:05 ①北切東・中央 ①井尻北 ①北切西

11:08 ②美佐野北 ②美佐野南 ②井尻西

11:12 ③平 ③川南中 ③宿西

11:15 ④井尻中 ④川南西 ④大久後

11:18

⑤宿東 ⑤ ⑤津橋

11:30

1:30

注意事項：雨天決行。雨の状況によっては、違う活動に変更あり。

④－１防災オリエンテーリング

活動内容

0:15～

0:27

防災オリエンテーリングスタート（５０分

間）

※①と②のスタートの間隔を３分とる。以

下同じように間隔を取りながら行う。



・交通指導の担当は、２１号線を安全に渡ること

ができるように声をかける。

・特活部と学習部は活動の様子を巡視する。写

真撮影も行う。携帯電話を持ち、緊急時に対応

できるようにする。何かあれば、本部へ連絡を入

れる。



・担当のグループと一緒にオリエンテー

リングを行う。１グループに２名引率す

る。安全に留意しながら活動できるよう

にする。

・５０分間で学校へ帰ってくることができ

るように、時間を見ながら学校へ帰るよ

うに声をかける。

①防災オリエンテーリングについて、ねらいと活動内容を全校に知らせる（生活安全部）

②職員研修として、防災オリエンテーリングを全教職員が行いたい。８月２６日（月）の午後。(生活安全部）

③コースと問題について（学習部）

④リーダーに対して、安全に活動するための留意点を指導する。また、当日の動きについても伝える。１０月２２日（火）　（生活安全部）



（児童の持ち物）

・探検バック・・・地図、オリエンテーリングの回答用紙

・筆記用具

・水筒

・安全帽子（黄色）

・雨が降りそうな場合は、置き傘を使用する。



開会式の並び

事前

活動終了

1:05～

1:20



グループでまとまって学校へ帰ってくる。

ゴールは、回答用紙を本部へ提出した時

点をゴールとする。ゴール後、リーダーは

整列をさせ、点呼をする。閉会式ができる

ように並んで待つ。

到着 ・到着したグループごとに整列させて、グループ

全員がそろっているか確認する。（本部）

・記入用紙を回収し、答えあわせを行う（生活部)

・児童と一緒に学校まで帰ってくる。



・美佐野南

・美佐野北 ・津橋

・大久後

・宿西 ・宿東 ・川南中・次月 ・川南東西 ・井尻中 ・井尻西 ・井尻北東

・平

・北切西 ・北切東・中央

朝礼台


・映像を視聴し、防災ヘリの意味や活動内容を知る。
	・防災ヘリ活動内容を紹介する。

・本日の活動のために消防署、消防団の活動を説明する。
	・児童と共に防災ヘリの意味や活動内容を知る。
	・担当：特別活動研究部会（別紙）

・写真撮影：事務職員

・校地周回道路の四隅に消防団。ﾍﾘがﾎﾊﾞﾘﾝｸﾞ中、車を止める。

・県防災航空隊による出前講座はない。

	9:15

9:25

9:45
	・体育館東に

集合。

救出訓練見学。安全ｺﾞｰｸﾞﾙ装着。校舎北側道路にて自主防災会と共に見学。

片づけなど
	・職員は児童につき、安全に配慮する。(安全ｺﾞｰｸﾞﾙ使用)
	・校舎北側道路上で児童と共に救助救出訓練見学。
	・写真撮影：事務職員

・防災ﾍﾘは屋上(6年教室上周辺)に要救助者役を降ろし、旋回後、要救助者役を救助する。(約15分間)一般見学者は、運動場南で見学。誘導は消防団。

・消防署員1名が屋上で待機。1名が児童につく。

	
	トイレ休憩
	トイレ休憩
	トイレ休憩
	

	10:00
	
・防災ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞ班(14)で朝礼台前集合。

・防災施設、設備を探す。

・班単位で東門・西門から出発。
	・アドレック前、上之郷中学校前信号に立ち、交通安全に気をつけ、児童の安全をはかる。他の職員は巡回する。
	・各グループに２名付き添い、児童の安全を確保する。
	・担当：生活安全研究部会提案（別紙）

・写真撮影：立哨職員(学習研究部会3名)及び各地区巡回職員(特活研究部会3名)

・本部：校長、生活安全研究部会(3名)

	11:40
	
・対面式の隊形になる。

・児童代表お礼の言葉
	・担当のグループにつく。
	・地区ごとに整列する。

・代表者が感想を話す。
	・写真撮影：事務職員



	11:55
	下校
	
	
	


５．②～④の具体的活動計画
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⑤近隣自主防災会とのお別れ会





④防災オリエンテーリング(防火設備等を調べる)








③防災ヘリによる救助救出訓練見学(天候・事故により中止の可能性有)





②「公助」の理解(防災ヘリの活動紹介)





①近隣自主防災会と対面式








